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　日本人の主食であるご飯（米）を釜で炊くという仕事は、掃除、洗濯とともに主婦の大
事な家事労働の一つであり、経験に基づく炊き方により、そのでき栄えは大きく左右され
た。タイムスイッチとの併用で、希望の時間にご飯が炊ける自動式電気釜の出現は、炊飯
を単に自動化しただけでなく、主婦の家事労働にかかる時間を大幅に軽減し、日本人の生
活様式を大きく変えた。
　1952年（昭和27）、㈱東芝の協力会社であった㈱光伸社（後に、㈱サンコーシヤに吸
収合併された）の三並義忠社長は、東芝より電気釜の開発を持ちかけられ開発に着手。苦
心の末、自動式電気釜を1955年（昭和30）完成させ、東芝に納入した。完成までの経
緯については、NHKテレビの「プロジェクトＸ」で取り上げられた通り、大変な困難と
三並家の家族あげての協力があった。
　東芝は同年12月、納入された電気釜の販売に取り組んだが、家電販売店では半信半疑
でなかなか売れず、電力会社の販売網などを開拓するとともに、全国の農村等で実演販売
をして歩いたところ爆発的に売れるようになった。
　この自動式電気釜の発明者は、三並義忠社長であるが、東芝は、この開発に協力すると
ともに新たな販売網の開拓等を通じて世に送り出し、日本人の生活様式を大きく変えた。

電　気　釜
Electric Rice Cooker
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☆顕彰先 ：株式会社東芝、株式会社サンコーシヤ
☆展示場所 ：株式会社東芝　東芝科学館

〒212-8582　川崎市幸区小向東芝町１
☆ホームページ ：http://kagakukan.toshiba.co.jp　（東芝科学館）
 ：http://www.sankosha.co.jp　　　（サンコーシヤ）
☆展示品アクセス（最寄駅）：JR川崎駅
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（写真提供：株式会社東芝①②／株式会社サンコーシヤ③）
① 東芝科学館に展示の電気釜
② 発売当時のカタログ
③ 電気釜と値札
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